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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、セカンダリセルを構成するため
の方法、装置及びコンピュータ記憶媒体を提供する。該
方法は、測定周波数ポイント情報と判定準拠情報を含む
測定構成情報を受信することと、前記測定周波数ポイン
ト情報に基づいて測定して測定セルを得ることと、前記
測定セルの識別子と判定準拠情報に基づいて各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確定す
ることと、各ノードに対応するセルセット及びその各セ
ルの測定結果を報告し、前記の各ノードに対応するセル
セット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（
ＭＮ）が、前記ＵＥに対してマスターセルグループ（Ｍ
ＣＧ）を構成するとともに、前記の各ノードに対応する
セルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカ
ンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣ
Ｇ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノード（Ｓ
Ｎ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するた
めに用いられることとを含む。これにより、ＵＥに対し
てＭＮがＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする
必要がないため、セカンダリセル構成の遅延が低減され
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セカンダリセルを構成するための方法であって、前記方法はユーザ装置（ＵＥ）に適用
され、
　測定構成情報を受信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセ
ルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得ることと、
　前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応するセルセット
及びその各セルの測定結果を確定することと、
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し、前記の各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥ
に対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記の各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のセカン
ダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノード（ＳＮ）のセ
カンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられることとを含む、前記方法。
【請求項２】
　ノードとセルとの対応関係を確認するための前記判定準拠情報は、設定されたノード識
別子情報、又は、識別子に設定されたノード識別子が含まれるセルリストを含むことを特
徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥとソースＭＮが単一接続であるが、ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから
二重接続である場合、又は、前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲッ
トＭＮにハンドオーバーしてから依然として二重接続である場合、前記測定構成情報を受
信することは、前記ソースＭＮから前記測定構成情報を受信することを含むことを特徴と
する
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法はさらに、
　前記ソースＭＮから送信された報告ルールを受信することと、
　前記報告ルールが満たされていることが検知された場合、前記ターゲットＭＮへの各ノ
ードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガすることとを含むこ
とを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　測定構成情報を受信することは、
　前記ソースＭＮから送信された測定指示情報を受信し、前記測定指示情報に基づき、ブ
ロードキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を測定して前記測定セ
ルの識別子を取得することを含むことを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが単一接続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバー
してから二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設定された
ノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報はセル識別子の一部であり、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設
定されたノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報は、ターゲットＭＮとのダ
イレクトインターフェースを有し、且つ前記ターゲットＭＮと二重接続を構成することが
できる候補ノード識別子情報であり、且つ前記候補ノード識別子情報はセル識別子の一部
であり、
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　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリスト内の各セル識別子のいずれにも候
補ノード識別子があることを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することは、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが単一接続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバー
してから二重接続である場合、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませて前記ターゲットＭＮに報告する
ことと、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セ
ルの測定結果をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませて前記ターゲットＭ
Ｎに報告することとを含むことを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法はさらに、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、前記ソースＭＮのセカンダリセルを検出し、且つ
前記ソースＭＮのセカンダリセルにおいて、前記ターゲットＳＮのセカンダリセルとして
機能する能力を有するセカンダリセルを前記ターゲットＭＮに報告することを含むことを
特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥがアイドル状態（ＩＤＬＥ）にあり、接続状態（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）に変更
した後、ＭＮと二重接続にあることが望ましい場合、前記方法はさらに測定構成情報を受
信する前に、接続状態に入り、前記測定構成情報を受信した後にアイドル状態に戻ること
を含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　測定構成情報における判定準拠情報が設定されたノード識別子情報である場合、前記ノ
ード識別子情報は、ＭＮノード識別子及びＭＮとの二重接続を構成することができるセカ
ンダリノード識別子情報を含み、
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリストは、識別子にＭＮノード識別子が
含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含む
ことを特徴とする
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することは、前記ＭＮ
に対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳ
ＣＧをＭＮに報告することを含むことを特徴とする
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　セカンダリセルを構成するための方法であって、前記方法はソースＭＮに適用され、該
方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて報告され
た、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信することと、
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　前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果と、構成指示情報とをタ
ーゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に
、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに
対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指示するために用いられることとを
含む、前記方法。
【請求項１３】
　前記方法はさらに、前記ＵＥに報告ルールを送信すること含み、前記報告ルールが、前
記報告ルールが満たされていることが検知された場合、前記各ノードに対応するセルセッ
ト及びその各セルの測定結果の報告をトリガするように前記ＵＥに指示することを特徴と
する
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記方法は、さらに前記ＵＥに測定指示情報を送信し、前記測定指示情報が、ブロード
キャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を測定して測定セルの識別子
を取得するように前記ＵＥに指示することを含むことを特徴とする
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　セカンダリセルを構成するための方法であって、接続確立待ちＭＮに適用され、前記方
法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて送信され
た前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成することができるセカ
ンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信することと、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成することとを含む、前
記方法。
【請求項１６】
　前記測定構成情報における判定準拠情報は、前記ＭＮノード識別子情報及び前記ＭＮと
の二重接続を構成することができるセカンダリノード識別子情報を含み、又は、前記判定
準拠情報は、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリ
ノード識別子が含まれるセルリストを含むことを特徴とする
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ユーザ装置（ＵＥ）であって、第一の受信部、測定部、確定部と報告部を備え、
　前記第一の受信部が、測定構成情報を受信するように構成され、前記測定構成情報が、
測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報と
を含み、
　前記測定部が、前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得るように
構成され、
　前記確定部が、前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応
するセルセット及びその各セルの測定結果を確定するように構成され、
　前記報告部が、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告するよ
うに構成され、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マス
ターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥに対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成すると
ともに、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セ
カンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対し
てセカンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用い
られる、前記ユーザ装置（ＵＥ）。
【請求項１８】
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　ネットワーク装置であって、第一の送信部と第二の受信部を備え、
　前記第一の送信部が、測定構成情報をＵＥに送信するように構成され、前記測定構成情
報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠
情報とを含み、
　前記第二の受信部が、前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情
報に基づいて報告された、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受
信するように構成され、
　前記第一の送信部がさらに、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定
結果と、構成指示情報とをターゲットＭＮに送信するように構成され、前記構成指示情報
が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に、前記各ノードに対応するセルセット及び
その各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに対してＳＣＧを構成するように前記ターゲ
ットＭＮに指示するために用いられる、前記ネットワーク装置。
【請求項１９】
　ネットワーク装置であって、第二の送信部、第三の受信部と構成部を備え、
　前記第二の送信部が、測定構成情報をＵＥに送信するように構成され、前記測定構成情
報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠
情報とを含み、
　前記第三の受信部が、前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情
報に基づいて送信された、前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構
成することができるセカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信するよ
うに構成され、
　前記構成部が、前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ
）と前記ＳＮに対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成するよ
うに構成される、前記ネットワーク装置。
【請求項２０】
　ＵＥであって、第一のネットワークインタフェース、第一のメモリと第一のプロセッサ
を備え、
　前記第一のネットワークインタフェースが、他の外部ネットワーク要素との情報送受信
を行う過程において、信号を受信及び送信するように構成され、
　前記第一のメモリが、第一のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶す
るように構成され、
　前記第一のプロセッサが、前記コンピュータプログラムを実行する時に、請求項１－１
１のいずれか一項に記載される方法のステップを実行するように構成される、前記ＵＥ。
【請求項２１】
　ネットワーク装置であって、第二のネットワークインタフェース、第二のメモリと第二
のプロセッサを備え、
　前記第二のネットワークインタフェースが、他の外部ネットワーク要素との情報送受信
を行う過程において、信号を受信及び送信するように構成され、
　前記第二のメモリが、第二のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶す
るように構成され、
　前記第二のプロセッサが、前記コンピュータプログラムを実行する時に、請求項１２－
１４のいずれか一項又は請求項１５－１６のいずれか一項に記載される方法のステップを
実行するように構成される、前記ネットワーク装置。
【請求項２２】
　コンピュータ記憶媒体であって、情報伝送プログラムを記憶し、前記情報伝送プログラ
ムが少なくとも一つのプロセッサによって実行される時に請求項１－１１のいずれか一項
、又は請求項１２－１４のいずれか一項、又は請求項１５－１６のいずれか一項に記載さ
れる方法のステップを実現する、前記コンピュータ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明の実施形態は、無線通信技術分野に関し、特にセカンダリセルを構成するための
方法、装置及びコンピュータ記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、二重接続（Ｄｕａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）をサポートするユーザ装置（
ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、２つのノード（又は基地局）でデータを同時
に送受信することができ、ここで、１つのノードが、ＵＥへの無線リソース制御（ＲＲＣ
：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージの送信を担って、コアネ
ットワークの制御プレーンのネットワーク要素とのインタラクションを行い、該ノードが
マスターノード（ＭＮ：ＭａｓｔｅｒＮｏｄｅ）と呼ばれてもよく、もう一つのノードが
、セカンダリノード（ＳＮ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｎｏｄｅ）と呼ばれてもよい。二重接
続機能を有するＵＥは、サービスノードのハンドオーバー、又はアイドル状態から接続状
態に切り替える過程において、通常、まずＭＮとの接続を構成し、ＵＥがＭＮに接続して
から、ＭＮによって、ＵＥとセカンダリノード（ＳＮ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｎｏｄｅ）
のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ）との
接続の構成をトリガする。上記解決策によって、現在、二重接続機能を有するＵＥの接続
を２回構成する必要がある。これにより、二重接続機能を有するＵＥとノードの間の接続
確立時間が長すぎ、二重接続機能を有するＵＥがノードをハンドオーバーする時、又はア
イドル状態から接続状態に切り替える時の二重接続構成の遅延が増加する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の実施形態は、セカンダリセルを構成するための方法、装置及びコンピュータ記
憶媒体を提供し、二重接続機能を有するＵＥがノードをハンドオーバーする時、又はアイ
ドル状態から接続状態に切り替える時の二重接続構成の遅延を低減できる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施形態における技術的解決策は次のように実現されてもよい。
【０００５】
　第一の態様では、本発明の実施形態はセカンダリセルを構成するための方法を提供する
。前記方法は、ユーザ装置に適用される。前記方法は、
　測定構成情報を受信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセ
ルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得ることと、
　前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応するセルセット
及びその各セルの測定結果を確定することと、
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し、前記の各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥ
に対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記の各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のセカン
ダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノード（ＳＮ）のセ
カンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられることとを含む。
【０００６】
　第二の態様では、本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法は、ソ
ースＭＮに適用される。該方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥが前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて報告した各ノー
ドに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信することと、
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　前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果と、構成指示情報とをタ
ーゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に
、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに
対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指示するために用いられることとを
含む。
【０００７】
　第三の態様では、本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法は、接
続確立待ちＭＮに適用されてもよい。前記方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて送信され
た前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成することができるセカ
ンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信することと、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成することとを含む。
【０００８】
　第四の態様では、本発明の実施形態によるユーザ装置（ＵＥ）は、第一の受信部、測定
部、確定部と報告部を備え、前記第一の受信部が、測定構成情報を受信するように構成さ
れ、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認
するための判定準拠情報とを含み、
　前記測定部が前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得るように構
成され、
　前記確定部が前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果を確定するように構成され、
　前記報告部が、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し、前
記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（ＭＮ
）が、前記ＵＥに対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記の各
ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（
ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノー
ド（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられるように構成
される。
【０００９】
　第五の態様では、本発明の実施形態によるネットワーク装置は、第一の送信部と第二の
受信部を備え、ここで、
　前記第一の送信部が測定構成情報をＵＥに送信するように構成され、前記測定構成情報
が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情
報とを含み、
　前記第二の受信部が、前記ＵＥが前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基
づいて報告した各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信するよう
に構成され、
　前記第一の送信部がさらに前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果と、構成指示情報とをターゲットＭＮに送信するように構成され、前記構成指示情報が
、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に、前記各ノードに対応するセルセット及びそ
の各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに対してＳＣＧを構成するように前記ターゲッ
トＭＮに指示するために用いられる。
【００１０】
　第六の態様では、本発明の実施形態によるネットワーク装置は、第二の送信部、第三の
受信部と構成部を備え、ここで、前記第二の送信部が測定構成情報をＵＥに送信するよう
に構成され、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関
係を確認するための判定準拠情報とを含み、
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　前記第三の受信部が、前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情
報に基づいて送信された前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成
することができるセカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信するよう
に構成され、
　前記構成部が前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）
と前記ＳＮに対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成するよう
に構成される。
【００１１】
　第七の態様では、本発明の実施形態によるＵＥは、第一のネットワークインタフェース
、第一のメモリと第一のプロセッサを備え、ここで、前記第一のネットワークインタフェ
ースが他の外部ネットワーク要素との情報送受信を行う過程において、信号を受信及び送
信するように構成され、
　前記第一のメモリが第一のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶する
ように構成され、
　前記第一のプロセッサが前記コンピュータプログラムを実行する時に、第一の態様に記
載される方法のステップを実行するように構成される。
【００１２】
　第八の態様では、本発明の実施形態によるネットワーク装置は、第二のネットワークイ
ンタフェース、第二のメモリと第二のプロセッサを備え、
　ここで、前記第二のネットワークインタフェースが他の外部ネットワーク要素との情報
送受信を行う過程において、信号を受信及び送信するように構成され、
　前記第二のメモリが第二のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶する
ように構成され、
　前記第二のプロセッサが前記コンピュータプログラムを実行する時に、第二の態様又は
第三の態様に記載される方法のステップを実行するように構成される。
【００１３】
　第九の態様では、本発明の実施形態によるコンピュータ記憶媒体は、情報伝送プログラ
ムを記憶し、前記情報伝送プログラムが少なくとも一つのプロセッサで実行される時に第
一の態様又は第二の態様又は第三の態様に記載される方法のステップを実現する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法、装置及びコンピュータ
記憶媒体では、ＵＥは、ノードに対応するセルを確認するための判定準拠情報を取得した
後、測定して得られた測定セルに対応するノードを確定し、各ノードに対応するセルセッ
ト及びその各セルの測定結果を報告することができ、これにより、マスターノードは、Ｕ
Ｅとの接続を構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のＳＣＧを構成することができる。これにより
、ＵＥに対してＭＮがＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする必要がないため、セ
カンダリセル構成の遅延が低減される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による通信システムの構造図である。
【図２】本発明の実施形態による他の通信システムの構造図である。
【図３】本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法のフローチャート
である。
【図４】本発明の実施形態による他のセカンダリセルを構成するための方法のフローチャ
ートである。
【図５】本発明の実施形態によるさらなる他のセカンダリセルを構成するための方法のフ
ローチャートである。
【図６】本発明の実施形態によるＵＥの構成図である。
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【図７】本発明の実施形態による他のＵＥの構成図である。
【図８】本発明の実施形態によるＵＥの具体的なハードウェア構造図である。
【図９】本発明の実施形態によるネットワーク装置の構成図である。
【図１０】本発明の実施形態による他のネットワーク装置の構成図である。
【図１１】本発明の実施形態によるネットワーク装置の具体的なハードウェア構造図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施形態の特徴と技術内容をより詳しく理解することができるために、以下に
図面を組み合わせて本発明の実施形態の実現を詳しく説明し、添付の図面が例示のみを目
的としており、本発明の実施形態を限定することに用いられない。
【００１７】
　説明すべきこととして、本発明の実施形態の技術的解決策は様々な通信システム、例え
ば長期進化（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、［ＬＴＥ］と略称）システム及
びＬＴＥシステムの進化システム、例えば高度な長期進化型長期進化（Ａｄｖａｎｃｅｄ
　ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、「ＬＴＥ－Ａ」と略称）システム、新しい
無線（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ、「ＮＲ」と略称）システム及びＮＲシステムの進化システム
、例えばアンライセンスペクトル上のＮＲ（ＮＲ－ｂａｓｅｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｏ　ｕ
ｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ、「ＮＲ－Ｕ」と略称）システム、又は次世代通
信システムなどに適用されてもよい。
【００１８】
　一般性を失うことなく、図１を参照すると、それが本発明の実施形態の技術的解決策を
適用することができる通信システムの非典型的な構造例を示す。該通信システムは、ＵＥ
、ソースマスターノードＭＮ＃１、ターゲットノードＭＮ＃２及びターゲットセカンダリ
ノードＳＮ＃１で構成されてもよく、上記ノードが無線通信リンクを介してＵＥと通信す
るための固定局であってもよいし、ＬＴＥにおける進化型基地局（Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａ
ｌ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、「ｅＮＢ」又は「ｅＮｏｄｅＢ」と略称）、中継局、又は車載デバイ
ス、ウェアラブルデバイス及びＮＲネットワークにおけるネットワーク装置、例えば５Ｇ
基地局（ｇＮＢ）、又は将来の進化したＰＬＭＮネットワークにおけるネットワーク装置
などであってもよい。各アクセスポイントは、特定の地理的エリアに通信カバレッジを提
供することができる。例えば、図１に示されるように、ソースマスターノードＭＮ＃１は
、実線の円で示される地理的エリアにカバレッジを提供することができ、ターゲットマス
ターノードＭＮ＃２は、点線の円で示される地理的エリアにカバレッジを提供することが
できる。理解可能に、通信カバレッジが上記ノードによって提供される物理的エリアは「
セル」と呼ばれてもよく、且つ各ノードは異なる周波数で異なる特定の地理的エリアにカ
バレッジを提供することができ、したがって、各ノードは複数のセルに通信カバレッジを
提供することができる。説明すべきこととして、実線の菱形で示されるように、ターゲッ
トマスターノードＭＮ＃２によってカバレッジが提供される複数のセルはターゲットマス
ターセルグループ（ＭＣＧ：Ｍａｓｔｅｒ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ）と呼ばれてもよく、
ターゲットセカンダリノードＳＮ＃１も同様に複数のセルに通信カバレッジを提供するこ
とができ、したがって、図１における点線で示されるように、ターゲットセカンダリノー
ドＳＮ＃１によってカバレッジが提供される複数のセルはターゲットＳＣＧと呼ばれても
よい。
【００１９】
　図１において、ＵＥは、固定型又は移動型であってもよく、且つアクセス端末、加入者
ユニット、加入者局、移動局、移動ステーション、遠隔局、遠隔端末、移動装置、ユーザ
端末、端末、無線通信装置、ユーザエージェント又はユーザ装置と呼ばれてもよい。端末
装置が無線ローカルエリアネットワーク（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋｓ：「ＷＬＡＮ」と略称）におけるステーション（ＳＴＡＩＯＮ：「ＳＴ」
と略称）であってもよく、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（
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Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：「ＳＩＰ」と略称）電話、
無線ローカルループ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ｌｏｏｐ：「ＷＬＬ」と略称）ス
テーション、パーソナルデジタル処理（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓ
ｔａｎｔ：「ＰＤＡ」と略称）、無線通信機能を備えたハンドヘルドデバイス、コンピュ
ーティングデバイス又は無線モデムに接続された他の処理装置、車載デバイス、ウェアラ
ブルデバイス及び次世代通信システム、例えば第五世代通信（ｆｉｆｔｈ－ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ：「５Ｇ」と略称）ネットワークにおける端末装置又は将来の進化した公衆陸上
モバイルネットワーク（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：「Ｐ
ＬＭＮ」と略称）ネットワークにおける端末装置などであってもよい。
【００２０】
　ＵＥは、ダウンリンク及びアップリンクを介して１つ又は複数のノードとの通信を伝送
することができる。ダウンリンク（又は順方向リンク）はノードからＵＥへの通信リンク
を指し、アップリンク（又は逆方向リンク）はＵＥからノードへの通信リンクを指す。図
１において、二つの矢印付きの実線は、ＵＥとソースマスターノードＭＮ＃１の間の通信
を示す。単一矢印付きの点線は、ＵＥがソースマスターノードＭＮ＃１にカバーされる物
理的エリアからターゲットマスターノードＭＮ＃２にカバーされる物理的エリアへのハン
ドオーバーしようとすることを示す。
【００２１】
　図１に示される通信システムでは、ネットワーク及び／又はＵＥによって開始されるハ
ンドオーバーがサポートされてもよく、ＵＥは、システムによって指示される時にハンド
オーバーを実行することができ、且つシステムは、ＵＥによって測定して、ソースセルに
送信される測定結果に基づいて、ＵＥに対してハンドオーバー先のターゲットセルを選択
することができる。
【００２２】
　図１に示される通信システムに基づき、ＵＥが二重接続能力を有するとした場合、ＵＥ
は、ＭＮ＃１によってカバーされる物理的エリアにおいて、ＳＮ＃１と接続することもで
き、これにより、二重接続メカニズムが実現される。ＵＥがＭＮ＃２にハンドオーバーし
、且つＭＮ＃２との接続の構成が完了してから、さらにＭＮ＃２によってＳＮ＃１との接
続の構成をトリガされる。そのため、ＵＥがＭＮ＃１からＭＮ＃２にハンドオーバーする
過程において、２回の構成を行う必要があり、その結果、ハンドオーバー過程において、
接続を構成するために長い時間がかかる。
【００２３】
　また、図２に示される通信システム構造を例とすると、ＵＥがＭＮ＃２のカバレッジの
みにある場合、アイドル状態から接続状態に入る過程においても、まずＭＮ＃２との接続
を構成してから、ＭＮ＃２によってＵＥとＳＮ＃１の間の接続をトリガする必要がある。
したがって、ＵＥがＭＮ＃２のカバレッジ内にある場合、アイドル状態（ＩＤＬＥ）から
接続状態（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）に入る過程においても２つの構成を行う必要があり、そ
の結果、ＲＲＣ接続状態変更過程において接続を構成するために長い時間がかかり、ＵＥ
のＲＲＣ接続状態を変更し、該ＵＥに対して二重接続を構成する遅延が増加する。
【００２４】
　以上の２つの状況では、ＵＥが二重接続メカニズムを確立する応用シナリオが非典型的
に例示される。本発明の実施形態の技術的解決策は、以上の２つのシナリオ以外、ＵＥが
二重接続メカニズムの確立に基づいて接続構成を２回行う必要があるシナリオに適用され
てもよいことが理解できる。これについて、本発明の実施形態では説明を省略する。
【００２５】
　以上の説明に基づき、図３を参照すると、それが本発明の実施形態によるセカンダリセ
ルを構成するための方法を示す。該方法は二重接続機能を有するＵＥに適用されてもよい
。該方法は、下記のステップを含む。
【００２６】
　Ｓ３０１において、測定構成情報を受信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント
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情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含む。
【００２７】
　Ｓ３０２において、前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得る。
【００２８】
　Ｓ３０３において、前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確定する。
【００２９】
　Ｓ３０４において、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し
、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（
ＭＮ）が、前記ＵＥに対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記
の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノー
ド（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリ
ノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられる。
【００３０】
　図３に示される技術的解決策により分かるように、ＵＥは、判定準拠情報を取得した後
、測定して得られた測定セルに対応するノードを確定し、各ノードに対応するセルセット
及びその各セルの測定結果を報告することができ、これにより、マスターノードは、ＵＥ
との接続を構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のＳＣＧを構成することができる。
【００３１】
　具体的には、前記判定準拠情報は、具体的に設定されたノード識別子情報、例えば基地
局識別子を含むことができ、識別子に設定されたノード識別子が含まれるセルリストを含
むこともできる。上記の２つの例示的な判定準拠情報により、ＵＥは複数の測定セルを取
得した後に、複数の測定セルが同じノードに属するか否かを判定することができ、即ち、
測定して得られた測定セルから、ノードに対応するセルを確定することができる。
【００３２】
　上記図１に示されるハンドオーバーシナリオと図２に示されるＲＲＣ接続状態変更シナ
リオを組み合わせると、ハンドオーバーシナリオには、下記の２つの状況が存在し、即ち
、１、ＵＥが、ソースＭＮと単一接続であり、ハンドオーバーしてからターゲットＭＮと
二重接続になり、２、ＵＥがソースＭＮと二重接続であり、ハンドオーバーしてからター
ゲットＭＮと依然として二重接続である。下記の状況とシナリオに基づき、図３に示され
る技術的解決策はそれぞれ次の状況に従って具体的に実現されてもよい。
【００３３】
　状況１
　ＵＥが、ソースＭＮと単一接続であり、ハンドオーバーしてからターゲットＭＮと二重
接続する場合、前記受信された測定構成情報は、具体的にソースＭＮから受信された測定
構成情報であってもよい。
【００３４】
　好ましく、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設定されたノード識別子情報
である場合、該ノード識別子情報はセル識別子の一部であってもよく、これにより、ＵＥ
は、測定して得られたセル識別子に基づいて、ノード識別子とマッチングし、各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確定することができる。具体的には、好
ましく、セル識別子は、ＬＴＥシステムにおける進化した統合地上無線アクセスネットワ
ークセルグローバル識別子（Ｅ－ＣＧＩ：Ｅ－ＵＴＲＡＮ　Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）又は５Ｇ　ＮＲシステムにおける新しい無線セルグローバル識別子
（Ｎ－ＣＧＩ：ＮＲ　Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）であるが、ノー
ド識別子は、上記の好ましいセル識別子の先頭の２０ビット又は一部のビットであっても
よく、これにより、ノード識別子がセル識別子の一部として実現されてもよく、このよう
にしてＵＥは、上記マッチングプロセスにより各ノードに対応するセルセット及びその各
セルの測定結果を確定することができる。
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【００３５】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、同一セルリスト内のセル識別子に同じの設定され
たノード識別子があるため、ＵＥは測定して得られたセル識別子によって、セルリストに
基づいてマッチングして、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確
定することができる。
【００３６】
　また、この状況において、さらに、ソースＭＮから送信された報告ルールを受信するこ
とを含み、前記報告ルールが満たされていることが検知された場合、ターゲットＭＮへの
各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガする。
【００３７】
　例えば、好ましく、報告ルールは、セル信号品質が設定された閾値よりも高いことであ
ってもよい。ＵＥは、測定セル内に信号品質が設定された閾値よりも高いセルが存在する
ことが検出される場合、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果をター
ゲットＭＮに報告することができる。
【００３８】
　また、この状況において、さらに、ソースＭＮから送信された測定指示情報を受信し、
該測定指示情報に基づき、ブロードキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を測定して測定セル識別子
を取得することを含むことができる。
【００３９】
　一つの可能な実施形態では、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
を報告することは、ＵＥが、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を
ハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませてターゲットＭＮに報告することを
含むことができる。次に、ターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してそれ自身に対応するＭＣ
Ｇを構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づ
いて、ターゲットＭＮと二重接続を構成することができるターゲットＳＮに対応するＳＣ
Ｇを確定することができ、しかもターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してターゲットＳＮの
ＳＣＧを構成する。
【００４０】
　具体的には、ハンドオーバープロセスにおいて、ＵＥが、測定レポートでソースＭＮに
各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することができるため、
ソースＭＮは、ノード間のＸ２インターフェイスを介して各ノードに対応するセルセット
及びその測定結果をターゲットＭＮに送信し、且つ構成指示情報をターゲットＭＮに送信
することができ、該指示情報が、ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に、各ノードに対応
するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、ＵＥに対してＳＣＧを構成するよ
うにターゲットＭＮに指示することに用いられてもよい。理解可能に、具体的に各ノード
に対応するセルセット及びその各セルの測定結果をターゲットＭＮに報告する具体的な実
現プロセスについて、本実施形態では説明を省略する。
【００４１】
　状況２
　ＵＥがソースＭＮと二重接続であり、ハンドオーバーしてからターゲットＭＮと依然と
して二重接続である場合、前記受信された測定構成情報は、具体的にソースＭＮから受信
された測定構成情報であってもよい。
【００４２】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設定されたノード識別子情報である場合
、該ノード識別子情報は、具体的にターゲットＭＮとのダイレクトインターフェースを有
し、且つターゲットＭＮと二重接続を構成することができる候補ノード識別子情報であっ
てもよい。好ましく、候補ノード識別子情報はセル識別子の一部であってもよく、候補ノ
ード識別子情報がセル識別子の一部として実現される具体的な手段は状況１の説明とおり
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であるため、ここで説明を省略する。
【００４３】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、具体的なセルリストにおいて、各セル識別子に上
記候補ノード識別子があるため、ＵＥは、測定して得られたセル識別子によって、セルリ
ストに基づいてマッチングして、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セルの測
定結果を確定することができる。
【００４４】
　また、この状況において、さらに、ソースＭＮから送信された報告ルールを受信し、前
記報告ルールが満たされていることが検知された場合、ターゲットＭＮへの各ノードに対
応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガすることと、
　ソースＭＮから送信された測定指示情報を受信し、該測定指示情報に基づいて、ブロー
ドキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を測定して測定セル識別子を取得することとを含むことがで
きる。
【００４５】
　説明すべきこととして、上記プロセスは具体的に状況のように実現されるため、ここで
説明を省略する。
【００４６】
　一つの可能な実施形態では、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
を報告することは、ＵＥが、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませてターゲットＭＮに報告するこ
とができる。次に、ターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してそれ自身に対応するＭＣＧを構
成するとともに、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づい
て、ターゲットＭＮと二重接続を構成することができるターゲットＳＮに対応するＳＣＧ
を確定することができ、且つターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してターゲットＳＮのＳＣ
Ｇを構成する。
【００４７】
　具体的な実現プロセスも状況１の説明とおりであるため、ここで説明を省略する。
【００４８】
　また、一つの可能な実施形態では、ＵＥは、ソースＭＮのセカンダリセルを検出し、前
記ソースＭＮのセカンダリセルにおいて、ターゲットＳＮのセカンダリセルとして機能す
る能力を有するセカンダリセルをターゲットＭＮに報告することができ、これにより、タ
ーゲットＭＮは、ソースＭＮの一部のセカンダリセルをターゲットＳＮのＳＣＧに構成す
る。
【００４９】
　状況３
　ＵＥがアイドル状態（ＩＤＬＥ）にあり、接続状態（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）に変更して
、ノードとの間が二重接続メカニズムにある場合、前記ＵＥが測定構成情報を受信する前
に、さらに、前記ＵＥが接続状態に入り、前記測定構成情報を受信した後にアイドル状態
に戻ることを含む。理解可能に、測定構成情報は、ＵＥに接続されるマスターノードＭＮ
によってＲＲＣ関連シグナリングを介して送信される必要があり、したがって、測定構成
情報を送信するために、ＵＥが一時的に接続状態に入り、且つ測定過程においてアイドル
状態にある必要がある。
【００５０】
　この状況において、測定構成情報における判定準拠情報が設定されたノード識別子情報
である場合、該ノード識別子情報は、ＭＮノード識別子及びＭＮとの二重接続を構成する
ことができるセカンダリノード識別子情報を含むことができ、これにより、ＵＥは、測定
することによって測定セルを得てから、測定セルの識別子と測定構成情報におけるセカン
ダリノード識別子情報に基づき、ＭＮと二重接続を構成するセカンダリノード（ＳＮ）に
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対応するセルセット及びその各セルの測定結果、即ちＳＮに対応するＳＣＧを確定するこ
とができる。また、ＵＥは、測定することによって前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを
得ることもできる。
【００５１】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、該セルリストは、セル識別子にＭＮノード識別子
が含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含
むことができ、したがって、ＵＥは、測定することによって測定セルを得てから、測定セ
ルの識別子に基づいて、識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストとマッチ
ングして、セカンダリノードＳＮに対応するセルセット及びその各セルの測定結果、即ち
ＳＮに対応するＳＣＧを確定することができる。また、理解可能に、ＵＥは、測定するこ
とによって測定セルを得てから、測定セルの識別子に基づいて、識別子にＭＮノード識別
子が含まれるセルリストとマッチングして、ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを確定するこ
ともできる。
【００５２】
　それに対応して、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告する
ことは、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧをＭＮに報告することを含むことができる。
【００５３】
　具体的には、ＵＥは、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を、Ｍ
Ｎに送信される接続リクエストによってＭＮに送信することができる。理解可能に、ＭＮ
が接続リクエストを受信した後、ＵＥに対してＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを構成する
とともに、ＵＥに対してＳＮに対応するＳＣＧを構成し、これにより、ＵＥに対してＭＮ
がＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする必要がなく、セカンダリセル構成の遅延
が低減される。
【００５４】
　図３に示される技術解決策に基づき、ＵＥがハンドオーバーシナリオにある場合、ソー
スＭＮに対して、図４を参照すると、それが本発明の実施形態によるセカンダリセルを構
成するための方法を示す。該方法はソースＭＮに適用されてもよい。該方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むＳ４０１と、
　ＵＥによって測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて報告された各ノー
ドに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信するＳＳ４０２と、
　前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果と、構成指示情報とをタ
ーゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に
、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに
対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指示するために用いられるＳ４０３
とを含むことができる。
【００５５】
　理解可能に、図４に示される技術的解決策では、ノードとセルとの対応関係を確認する
ための判定準拠情報の具体的な説明は図３における技術解決策の説明の通りであるため、
ここで説明を省略する。
【００５６】
　また、図３に示される技術的解決策に基づき、前記方法はさらに、ＵＥに報告ルールを
送信することを含み、前記報告ルールが、前記報告ルールが満たされていることが検知さ
れた場合、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガする
ようにＵＥに指示する。
【００５７】
　また、図３に示される技術解決策に基づき、前記方法さらに、ＵＥに測定指示情報を送
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信し、前記測定指示情報がブロードキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を測定して測定セル識別子
を取得するようにＵＥに指示することを含むことができる。
【００５８】
　図３に示される技術解決策に基づき、ＵＥがＲＲＣ接続状態変更シナリオにある場合、
ＵＥに接続されるマスターノード（ＭＮ）に対して、図５を参照すると、それが本発明の
実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法を示す。該方法は接続確立待ちＭＮ
に適用されてもよい。該方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むＳ５０１と、
　ＵＥにより測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて送信された前記ＭＮ
に対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成することができるセカンダリノー
ド（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信するＳ５０２と、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成するＳ５０３とを含む
ことができる。
【００５９】
　図５に示す技術的解決策に対して、具体的には、測定構成情報における、ノードとセル
との対応関係を確認するための判定準拠情報は、ＭＮノード識別子情報及びＭＮとの二重
接続を構成することができるセカンダリノード識別子情報を含むことができ、これにより
、ＵＥは、測定することによって測定セルを得てから、測定セルの識別子と測定構成情報
におけるセカンダリノード識別子情報に基づき、ＭＮと二重接続を構成するセカンダリノ
ード（ＳＮ）に対応するセルセット、即ちＳＮに対応するＳＣＧを確定することができる
。また、理解可能に、ＵＥは、測定することによって前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ
を得ることもできる。
【００６０】
　また、測定構成情報における、ノードとセルとの対応関係を確定するための判定準拠情
報は、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード
識別子が含まれるセルリストを含むことができる。したがって、ＵＥは、測定することに
よって測定セルを得てから、測定セルの識別子に基づいて、識別子にセカンダリノード識
別子が含まれるセルリストとマッチングして、セカンダリノード（ＳＮ）に対応するセル
セット及びその各セルの測定結果、即ちＳＮに対応するＳＣＧを確定することができる。
また、理解可能に、ＵＥは、さらに測測定することによって測定セルを得てから、測定セ
ルの識別子に基づいて、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリストとマッチングし
て、ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを確定することができる。
【００６１】
　図５に示される技術的解決策に対して、具体的には、ＵＥが測定周波数ポイント情報と
判定準拠情報に基づいて送信した前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダ
リノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信することは、
　ＵＥから送信された接続リクエストを受信することと、前記接続リクエストを解析して
前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対
応するＳＣＧを取得することとを含むことができる。
【００６２】
　上記技術的解決策に基づき、図６を参照すると、それが本発明の実施形態によるユーザ
６０が示される。前記ＵＥ６０は、第一の受信部６０１、測定部６０２、確定部６０３と
報告部６０４を備え、前記第一の受信部６０１が、測定構成情報を受信するように構成さ
れ、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認
するための判定準拠情報とを含み、
　前記測定部６０２が前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得るよ
うに構成され、
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　前記確定部６０３が前記測定セルの識別子と判定準拠情報に基づいて各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果を確定するように構成され、
　前記報告部６０４が各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告す
るように構成され、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、
マスターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥ６０に対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構
成するとともに、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づ
いて、セカンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記Ｕ
Ｅ６０に対してセカンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成す
るために用いられる。
【００６３】
　上記解決策では、ノードとセルとの対応関係を確定するための前記判定準拠情報は、設
定されたノード識別子情報、又は識別子に設定されたノード識別子が含まれるセルリスト
を含む。
【００６４】
　上記解決策では、前記ＵＥとソースＭＮが単一接続であるが、ターゲットＭＮにハンド
オーバーしてから二重接続である場合、又は、前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であ
り、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから依然として二重接続である場合、前記
受信された測定構成情報は、前記ソースＭＮから受信された前記測定構成情報を含む。
【００６５】
　上記解決策では、前記第一の受信部６０１は、さらに前記ソースＭＮから送信された報
告ルールを受信するように構成される。
【００６６】
　図７を参照すると、前記ＵＥ６０は、前記報告ルールが満たされていることが検知され
た場合、前記ターゲットＭＮへの各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果の報告をトリガするように構成される監視部６０５をさらに備える。
【００６７】
　上記解決策では、前記第一の受信部６０１は、前記ソースＭＮから送信された測定指示
情報を受信し、前記測定指示情報に基づき、ブロードキャストチャネルにおけるシステム
情報ブロック（ＳＩＢ）を測定して前記測定セルの識別子を取得するように構成される。
【００６８】
　上記解決策では、前記ＵＥ６０と前記ソースＭＮが単一接続であるが、前記ターゲット
ＭＮにハンドオーバーしてから二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定
準拠情報が設定されたノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報はセル識別子
の一部である。
【００６９】
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設
定されたノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報は、ターゲットＭＮとのダ
イレクトインターフェースを有し、且つ前記ターゲットＭＮと二重接続を構成することが
できる候補ノード識別子情報であり、且つ前記候補ノード識別子情報はセル識別子の一部
である。
【００７０】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリスト内の各セル識別子のいずれにも候
補ノード識別子がある。
【００７１】
　上記解決策では、前記報告部６０４は、前記ＵＥ６０４と前記ソースＭＮが単一接続で
あるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから二重接続である場合、各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果をハンドオーバープロセスの関連シグナリ
ングに含ませて前記ターゲットＭＮに報告し、
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　前記ＵＥ６０４と前記ソースＭＮが二重接続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオ
ーバーしてから依然として二重接続である場合、各候補ノードに対応するセルセット及び
その各セルの測定結果をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませて前記ター
ゲットＭＮに報告するように構成される。
【００７２】
　上記解決策では、前記測定部６０２は、さらに前記ＵＥ６０と前記ソースＭＮが二重接
続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから依然として二重接続である場
合、前記ソースＭＮのセカンダリセルを検出し、且つ前記ソースＭＮのセカンダリセルに
おいて、前記ターゲットＳＮのセカンダリセルとして機能する能力を有するセカンダリセ
ルを前記ターゲットＭＮに報告するように構成される。
【００７３】
　上記解決策では、図７を参照すると、前記ＵＥ６０は、さらに測定構成情報を受信する
前に、接続状態に入り、前記測定構成情報を受信した後にアイドル状態に戻るように構成
される状態制御部６０６をさらに備える。
【００７４】
　上記解決策では、測定構成情報における判定準拠情報が設定されたノード識別子情報で
ある場合、前記ノード識別子情報は、ＭＮノード識別子及びＭＮとの二重接続を構成する
ことができるセカンダリノード識別子情報を含むことができる。
【００７５】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリストは、識別子にＭＮノード識別子が
含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含む
。
【００７６】
　上記解決策では、前記報告部６０４は、前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記
セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧをＭＮに報告するように構成され
る。
【００７７】
　図６及び図７に示されるＵＥ６０に対して、図８を参照すると、それが本発明の実施形
態によるＵＥ６０の具体的なハードウェア構造を示す。前記ＵＥ６０は、第一のネットワ
ークインタフェース８０１、第一のメモリ８０２と第一のプロセッサ８０３を備えること
ができ、各コンポーネントがバスシステム８０４を介して結合される。バスシステム８０
４がこれらのコンポーネント間の接続通信を実現することに用いられることは理解可能で
ある。バスシステム８０４はデータバス以外、電源バス、制御バスと状態信号バスを含む
。しかしながら、説明を明確にするために、図８では様々なバスシステムがバスシステム
８０４として標識される。ここで、前記第一のネットワークインタフェース８０１は他の
外部ネットワーク要素との情報送受信を行う過程において、信号を受信及び送信するよう
に構成され、
　前記第一のメモリ８０２は第一のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記
憶するように構成され、
　前記第一のプロセッサ８０３は、前記コンピュータプログラムを実行する時に、図３に
示される技術的解決策のステップを実行するように構成される。
【００７８】
　本発明の実施形態における第一のメモリ８０２が揮発性記憶装置又は不揮発性記憶装置
であってもよく、又は揮発性記憶装置及び不揮発性記憶装置の両方を含むことができるこ
とは理解可能である。ここで、不揮発性記憶装置は読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａ
ｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、プログラマブル読み取り専用メモリ（ＰＲＯＭ：Ｐｒｏ
ｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯ
Ｍ：Ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ：Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ＥＰＲＯＭ）又はフラッシュメモリであっ
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てもよい。揮発性記憶装置は外部キャッシュメモリとして機能するランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）であってもよい。制限的でな
く例示的な説明により、多くの形態のＲＡＭは利用可能であり、例えばスタティックラン
ダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ：Ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ）、動的ランダムアクセスメモリ
（ＤＲＡＭ：Ｄｙｎａｍｉｃ　ＲＡＭ）、同期動的ランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ
：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）、ダブルデータレート同期動的ランダムアクセス
メモリ（ＤＤＲＳＤＲＡＭ：Ｄｏｕｂｌｅ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　ＳＤＲＡＭ）、強化型
同期動的ランダムアクセスメモリ（ＥＳＤＲＡＭ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＳＤＲＡＭ）、同
期リンク動的ランダムアクセスメモリ（ＳＬＤＲＡＭ：Ｓｙｎｃｈｌｉｎｋ　ＤＲＡＭ）
とダイレクトラムバスランダムアクセスメモリ（ＤＲＲＡＭ：Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｍｂｕ
ｓ　ＲＡＭ）である。本明細書で記載されるシステムと方法の第一のメモリ８０２はこれ
らといずれかの他の適切なタイプのメモリを含むことを図るがこれらに限定されない。
【００７９】
　第一のプロセッサ８０３は信号処理機能を有する集積回路チップであってもよい。実施
プロセスでは、上記方法の各ステップは、第一のプロセッサ８０３内のハードウェアの集
積論理回路又はソフトウェアの形の命令によって完了されてもよい。上記第一のプロセッ
サ８０３は汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇ
ｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　
Ａｒｒａｙ）又は他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲート又はトランジ
スタ論理デバイス、ディスクリートハードウェア部材であってもよい。本発明の実施形態
で開示される各方法、ステップ及び論理ブロック図を実現又は実行することができる。汎
用プロセッサはマイクロプロセッサであってもよく、又は該プロセッサはいずれかの従来
のプロセッサなどであってもよい。本発明の実施形態を組み合わせて開示された方法のス
テップはハードウェア復号プロセッサによって実行されて完了され、又は復号プロセッサ
におけるハードウェア及びソフトウェアモジュールの組み合わせによって実行されて完了
されるように直接具現化されてもよい。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメ
モリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラマブル読み取り専用メモリ又は
電気的消去可能プログラマブルメモリ、レジスタなどの本分野における成熟した記憶媒体
に位置してもよい。該記憶媒体は第一のメモリ８０２に位置し、第一のプロセッサ８０３
は第一のメモリ８０２における情報を読み取り、そのハードウェアと組み合わせて上記方
法のステップを完了する。
【００８０】
　本明細書に記載されるこれらの実施形態がハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、ミドルウェア、マイクロコード又はそれらの組み合わせで実現されてもよいことは理
解可能である。ハードウェアで実現される場合、処理ユニットは、一つ又は複数の特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒ
ａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉ
ｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、デジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ：Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プログラマブルロジックデバイ
ス（ＰＬＤ：Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ
　Ａｒｒａｙ）、汎用プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロ
セッサ、本出願に記載される機能を実行するための他の電子ユニット又はその組み合わせ
で実現されてもよい。
【００８１】
　ソフトウェアで実現される場合、本明細書で記載される機能を実行するためのモジュー
ル（例えばプロセス、関数など）によって本明細書で記載される技術を実現することがで
きる。ソフトウェアコードはメモリに記憶されてプロセッサによって実行されてもよい。
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メモリはプロセッサ内部又はプロセッサ外部で実現されてもよい。
【００８２】
　前記技術的解決策に基づき、図９を参照すると、それが本発明の実施形態によるネット
ワーク装置９０の構成を示す。該ネットワーク装置は、ソースＭＮであってもよく、第一
の送信部９０１と第二の受信部９０２を備え、ここで、前記第一の送信部９０１が測定構
成情報をＵＥに送信するように構成され、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報
と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含み、
　前記第二の受信部９０２が、ＵＥが前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に
基づいて報告した各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信するよ
うに構成され、
　前記第一の送信部９０１がさらに前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの
測定結果と、構成指示情報とをターゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥ
に対してＭＣＧを構成すると共に、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの
測定結果に基づいて、前記ＵＥに対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指
示するために用いられるように構成される。
【００８３】
　上記解決策では、前記第一の送信部９０１は、さらに報告ルールを前記ＵＥに送信する
ように構成され、前記報告ルールが、前記報告ルールが満たされていることが検知された
場合、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガする
ように前記ＵＥに指示する。
【００８４】
　上記解決策では、前記第一の送信部９０１は、さらに前記ＵＥに測定指示情報を送信す
るように構成され、前記測定指示情報が、ブロードキャストチャネルにおけるシステム情
報ブロック（ＳＩＢ）を測定して測定セルの識別子を取得するように前記ＵＥに指示する
。
【００８５】
　前記技術的解決策に基づき、図１０を参照すると、それが本発明の実施形態によるネッ
トワーク装置１００の構成を示す。該ネットワーク装置１００は、接続確立待ちＭＮであ
ってもよく、第二の送信部１００１、第三の受信部１００２と構成部１００３を備え、こ
こで、前記第二の送信部１００１が測定構成情報をＵＥに送信するように構成され、前記
測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するため
の判定準拠情報とを含み、
　前記第三の受信部１００２が、前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判
定準拠情報に基づいて送信された前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接
続を構成することができるセカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信
するように構成され、
　前記構成部１００３が前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード
（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成
するように構成される。
【００８６】
　上記解決策では、前記測定構成情報における判定準拠情報は、前記ＭＮノード識別子情
報及び前記ＭＮとの二重接続を構成することができるセカンダリノード識別子情報を含む
。
【００８７】
　又は、前記判定準拠情報は、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリスト、及び識
別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含む。
【００８８】
　上記ネットワーク装置９０及びネットワーク装置１００に対して、図１１を参照すると
、それが本発明の実施形態によるネットワーク装置９０又はネットワーク装置１００の具
体的なハードウェア構造を示す。該ネットワーク９０又はネットワーク装置１００は、第
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１０３を備える。
【００８９】
　ここで、前記第二のネットワークインタフェース１１０１は、他の外部ネットワーク要
素との情報送受信を行う過程において、信号を受信及び送信するように構成される。
【００９０】
　前記第二のメモリ１１０２は第二のプロセッサ１１０３で実行可能なコンピュータプロ
グラムを記憶するように構成される。
【００９１】
　前記第二のプロセッサ１１０３は、前記コンピュータプログラムを実行する時に、図４
又は図５に示される技術的解決策のステップを実行するように構成される。
【００９２】
　理解可能に、ユーザ装置１１０の具体的なハードウェア構造における各コンポーネント
の具体的な説明は、図８に示されており、ここでは説明を省略する。
【００９３】
　上記実施形態と同じ発明概念に基づき、本発明の実施形態は、さらにコンピュータ記憶
媒体を提供する。前記コンピュータ記憶媒体には情報伝送プログラムが伝送され、前記情
報伝送プログラムが少なくとも１つのプロセッサによって実行されると図３又は図４又は
図５に示される技術的解決策のステップを実現する。
【００９４】
　上記は、本発明の好ましい実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するものではな
い。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明の実施形態では、ＵＥは、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠
情報を取得した後、測定して得られた測定セルに対応するノードを確定し、各ノードに対
応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することができ、これにより、マスタ
ーノードは、ＵＥとの接続を構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその
各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のＳＣＧを構成することができ
る。これにより、ＵＥに対してＭＮがＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする必要
がないため、セカンダリセル構成の遅延が低減される。
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【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月19日(2021.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、無線通信技術分野に関し、特にセカンダリセルを構成するための
方法、装置及びコンピュータ記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、二重接続（Ｄｕａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）をサポートするユーザ装置（
ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、２つのノード（又は基地局）でデータを同時
に送受信することができ、ここで、１つのノードが、ＵＥへの無線リソース制御（ＲＲＣ
：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージの送信を担って、コアネ
ットワークの制御プレーンのネットワーク要素とのインタラクションを行い、該ノードが
マスターノード（ＭＮ：ＭａｓｔｅｒＮｏｄｅ）と呼ばれてもよく、もう一つのノードが
、セカンダリノード（ＳＮ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｎｏｄｅ）と呼ばれてもよい。二重接
続機能を有するＵＥは、サービスノードのハンドオーバー、又はアイドル状態から接続状
態に切り替える過程において、通常、まずＭＮとの接続を構成し、ＵＥがＭＮに接続して
から、ＭＮによって、ＵＥとセカンダリノード（ＳＮ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｎｏｄｅ）
のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ）との
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接続の構成をトリガする。上記解決策によって、現在、二重接続機能を有するＵＥの接続
を２回構成する必要がある。これにより、二重接続機能を有するＵＥとノードの間の接続
確立時間が長すぎ、二重接続機能を有するＵＥがノードをハンドオーバーする時、又はア
イドル状態から接続状態に切り替える時の二重接続構成の遅延が増加する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の実施形態は、セカンダリセルを構成するための方法、装置及びコンピュータ記
憶媒体を提供し、二重接続機能を有するＵＥがノードをハンドオーバーする時、又はアイ
ドル状態から接続状態に切り替える時の二重接続構成の遅延を低減できる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施形態における技術的解決策は次のように実現されてもよい。
【０００５】
　第一の態様では、本発明の実施形態はセカンダリセルを構成するための方法を提供する
。前記方法は、ユーザ装置に適用される。前記方法は、
　測定構成情報を受信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセ
ルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得ることと、
　前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応するセルセット
及びその各セルの測定結果を確定することと、
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し、前記の各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥ
に対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記の各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のセカン
ダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノード（ＳＮ）のセ
カンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられることとを含む。
【０００６】
　第二の態様では、本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法は、ソ
ースＭＮに適用される。該方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥが前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて報告した各ノー
ドに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信することと、
　前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果と、構成指示情報とをタ
ーゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に
、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに
対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指示するために用いられることとを
含む。
【０００７】
　第三の態様では、本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法は、接
続確立待ちＭＮに適用されてもよい。前記方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて送信され
た前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成することができるセカ
ンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信することと、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成することとを含む。
【０００８】
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　第四の態様では、本発明の実施形態によるユーザ装置（ＵＥ）は、第一の受信部、測定
部、確定部と報告部を備え、前記第一の受信部が、測定構成情報を受信するように構成さ
れ、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認
するための判定準拠情報とを含み、
　前記測定部が前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得るように構
成され、
　前記確定部が前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果を確定するように構成され、
　前記報告部が、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し、前
記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（ＭＮ
）が、前記ＵＥに対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記の各
ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（
ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノー
ド（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられるように構成
される。
【０００９】
　第五の態様では、本発明の実施形態によるネットワーク装置は、第一の送信部と第二の
受信部を備え、ここで、
　前記第一の送信部が測定構成情報をＵＥに送信するように構成され、前記測定構成情報
が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情
報とを含み、
　前記第二の受信部が、前記ＵＥが前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基
づいて報告した各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信するよう
に構成され、
　前記第一の送信部がさらに前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果と、構成指示情報とをターゲットＭＮに送信するように構成され、前記構成指示情報が
、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に、前記各ノードに対応するセルセット及びそ
の各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに対してＳＣＧを構成するように前記ターゲッ
トＭＮに指示するために用いられる。
【００１０】
　第六の態様では、本発明の実施形態によるネットワーク装置は、第二の送信部、第三の
受信部と構成部を備え、ここで、前記第二の送信部が測定構成情報をＵＥに送信するよう
に構成され、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関
係を確認するための判定準拠情報とを含み、
　前記第三の受信部が、前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情
報に基づいて送信された前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成
することができるセカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信するよう
に構成され、
　前記構成部が前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）
と前記ＳＮに対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成するよう
に構成される。
【００１１】
　第七の態様では、本発明の実施形態によるＵＥは、第一のネットワークインタフェース
、第一のメモリと第一のプロセッサを備え、ここで、前記第一のネットワークインタフェ
ースが他の外部ネットワーク要素との情報送受信を行う過程において、信号を受信及び送
信するように構成され、
　前記第一のメモリが第一のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶する
ように構成され、
　前記第一のプロセッサが前記コンピュータプログラムを実行する時に、第一の態様に記
載される方法のステップを実行するように構成される。
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【００１２】
　第八の態様では、本発明の実施形態によるネットワーク装置は、第二のネットワークイ
ンタフェース、第二のメモリと第二のプロセッサを備え、
　ここで、前記第二のネットワークインタフェースが他の外部ネットワーク要素との情報
送受信を行う過程において、信号を受信及び送信するように構成され、
　前記第二のメモリが第二のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記憶する
ように構成され、
　前記第二のプロセッサが前記コンピュータプログラムを実行する時に、第二の態様又は
第三の態様に記載される方法のステップを実行するように構成される。
【００１３】
　第九の態様では、本発明の実施形態によるコンピュータ記憶媒体は、情報伝送プログラ
ムを記憶し、前記情報伝送プログラムが少なくとも一つのプロセッサで実行される時に第
一の態様又は第二の態様又は第三の態様に記載される方法のステップを実現する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法、装置及びコンピュータ
記憶媒体では、ＵＥは、ノードに対応するセルを確認するための判定準拠情報を取得した
後、測定して得られた測定セルに対応するノードを確定し、各ノードに対応するセルセッ
ト及びその各セルの測定結果を報告することができ、これにより、マスターノードは、Ｕ
Ｅとの接続を構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のＳＣＧを構成することができる。これにより
、ＵＥに対してＭＮがＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする必要がないため、セ
カンダリセル構成の遅延が低減される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による通信システムの構造図である。
【図２】本発明の実施形態による他の通信システムの構造図である。
【図３】本発明の実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法のフローチャート
である。
【図４】本発明の実施形態による他のセカンダリセルを構成するための方法のフローチャ
ートである。
【図５】本発明の実施形態によるさらなる他のセカンダリセルを構成するための方法のフ
ローチャートである。
【図６】本発明の実施形態によるＵＥの構成図である。
【図７】本発明の実施形態による他のＵＥの構成図である。
【図８】本発明の実施形態によるＵＥの具体的なハードウェア構造図である。
【図９】本発明の実施形態によるネットワーク装置の構成図である。
【図１０】本発明の実施形態による他のネットワーク装置の構成図である。
【図１１】本発明の実施形態によるネットワーク装置の具体的なハードウェア構造図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施形態の特徴と技術内容をより詳しく理解することができるために、以下に
図面を組み合わせて本発明の実施形態の実現を詳しく説明し、添付の図面が例示のみを目
的としており、本発明の実施形態を限定することに用いられない。
【００１７】
　説明すべきこととして、本発明の実施形態の技術的解決策は様々な通信システム、例え
ば長期進化（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、［ＬＴＥ］と略称）システム及
びＬＴＥシステムの進化システム、例えば高度な長期進化型長期進化（Ａｄｖａｎｃｅｄ
　ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、「ＬＴＥ－Ａ」と略称）システム、新しい
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無線（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ、「ＮＲ」と略称）システム及びＮＲシステムの進化システム
、例えばアンライセンスペクトル上のＮＲ（ＮＲ－ｂａｓｅｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｏ　ｕ
ｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ、「ＮＲ－Ｕ」と略称）システム、又は次世代通
信システムなどに適用されてもよい。
【００１８】
　一般性を失うことなく、図１を参照すると、それが本発明の実施形態の技術的解決策を
適用することができる通信システムの非典型的な構造例を示す。該通信システムは、ＵＥ
、ソースマスターノードＭＮ＃１、ターゲットノードＭＮ＃２及びターゲットセカンダリ
ノードＳＮ＃１で構成されてもよく、上記ノードが無線通信リンクを介してＵＥと通信す
るための固定局であってもよいし、ＬＴＥにおける進化型基地局（Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａ
ｌ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、「ｅＮＢ」又は「ｅＮｏｄｅＢ」と略称）、中継局、又は車載デバイ
ス、ウェアラブルデバイス及びＮＲネットワークにおけるネットワーク装置、例えば５Ｇ
基地局（ｇＮＢ）、又は将来の進化したＰＬＭＮネットワークにおけるネットワーク装置
などであってもよい。各アクセスポイントは、特定の地理的エリアに通信カバレッジを提
供することができる。例えば、図１に示されるように、ソースマスターノードＭＮ＃１は
、実線の円で示される地理的エリアにカバレッジを提供することができ、ターゲットマス
ターノードＭＮ＃２は、点線の円で示される地理的エリアにカバレッジを提供することが
できる。理解可能に、通信カバレッジが上記ノードによって提供される物理的エリアは「
セル」と呼ばれてもよく、且つ各ノードは異なる周波数で異なる特定の地理的エリアにカ
バレッジを提供することができ、したがって、各ノードは複数のセルに通信カバレッジを
提供することができる。説明すべきこととして、実線の菱形で示されるように、ターゲッ
トマスターノードＭＮ＃２によってカバレッジが提供される複数のセルはターゲットマス
ターセルグループ（ＭＣＧ：Ｍａｓｔｅｒ　Ｃｅｌｌ　Ｇｒｏｕｐ）と呼ばれてもよく、
ターゲットセカンダリノードＳＮ＃１も同様に複数のセルに通信カバレッジを提供するこ
とができ、したがって、図１における点線で示されるように、ターゲットセカンダリノー
ドＳＮ＃１によってカバレッジが提供される複数のセルはターゲットＳＣＧと呼ばれても
よい。
【００１９】
　図１において、ＵＥは、固定型又は移動型であってもよく、且つアクセス端末、加入者
ユニット、加入者局、移動局、移動ステーション、遠隔局、遠隔端末、移動装置、ユーザ
端末、端末、無線通信装置、ユーザエージェント又はユーザ装置と呼ばれてもよい。端末
装置が無線ローカルエリアネットワーク（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋｓ：「ＷＬＡＮ」と略称）におけるステーション（ＳＴＡＩＯＮ：「ＳＴ」
と略称）であってもよく、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（
Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：「ＳＩＰ」と略称）電話、
無線ローカルループ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ｌｏｏｐ：「ＷＬＬ」と略称）ス
テーション、パーソナルデジタル処理（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓ
ｔａｎｔ：「ＰＤＡ」と略称）、無線通信機能を備えたハンドヘルドデバイス、コンピュ
ーティングデバイス又は無線モデムに接続された他の処理装置、車載デバイス、ウェアラ
ブルデバイス及び次世代通信システム、例えば第五世代通信（ｆｉｆｔｈ－ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ：「５Ｇ」と略称）ネットワークにおける端末装置又は将来の進化した公衆陸上
モバイルネットワーク（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：「Ｐ
ＬＭＮ」と略称）ネットワークにおける端末装置などであってもよい。
【００２０】
　ＵＥは、ダウンリンク及びアップリンクを介して１つ又は複数のノードとの通信を伝送
することができる。ダウンリンク（又は順方向リンク）はノードからＵＥへの通信リンク
を指し、アップリンク（又は逆方向リンク）はＵＥからノードへの通信リンクを指す。図
１において、二つの矢印付きの実線は、ＵＥとソースマスターノードＭＮ＃１の間の通信
を示す。単一矢印付きの点線は、ＵＥがソースマスターノードＭＮ＃１にカバーされる物
理的エリアからターゲットマスターノードＭＮ＃２にカバーされる物理的エリアへのハン
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ドオーバーしようとすることを示す。
【００２１】
　図１に示される通信システムでは、ネットワーク及び／又はＵＥによって開始されるハ
ンドオーバーがサポートされてもよく、ＵＥは、システムによって指示される時にハンド
オーバーを実行することができ、且つシステムは、ＵＥによって測定して、ソースセルに
送信される測定結果に基づいて、ＵＥに対してハンドオーバー先のターゲットセルを選択
することができる。
【００２２】
　図１に示される通信システムに基づき、ＵＥが二重接続能力を有するとした場合、ＵＥ
は、ＭＮ＃１によってカバーされる物理的エリアにおいて、ＳＮ＃１と接続することもで
き、これにより、二重接続メカニズムが実現される。ＵＥがＭＮ＃２にハンドオーバーし
、且つＭＮ＃２との接続の構成が完了してから、さらにＭＮ＃２によってＳＮ＃１との接
続の構成をトリガされる。そのため、ＵＥがＭＮ＃１からＭＮ＃２にハンドオーバーする
過程において、２回の構成を行う必要があり、その結果、ハンドオーバー過程において、
接続を構成するために長い時間がかかる。
【００２３】
　また、図２に示される通信システム構造を例とすると、ＵＥがＭＮ＃２のカバレッジの
みにある場合、アイドル状態から接続状態に入る過程においても、まずＭＮ＃２との接続
を構成してから、ＭＮ＃２によってＵＥとＳＮ＃１の間の接続をトリガする必要がある。
したがって、ＵＥがＭＮ＃２のカバレッジ内にある場合、アイドル状態（ＩＤＬＥ）から
接続状態（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）に入る過程においても２つの構成を行う必要があり、そ
の結果、ＲＲＣ接続状態変更過程において接続を構成するために長い時間がかかり、ＵＥ
のＲＲＣ接続状態を変更し、該ＵＥに対して二重接続を構成する遅延が増加する。
【００２４】
　以上の２つの状況では、ＵＥが二重接続メカニズムを確立する応用シナリオが非典型的
に例示される。本発明の実施形態の技術的解決策は、以上の２つのシナリオ以外、ＵＥが
二重接続メカニズムの確立に基づいて接続構成を２回行う必要があるシナリオに適用され
てもよいことが理解できる。これについて、本発明の実施形態では説明を省略する。
【００２５】
　以上の説明に基づき、図３を参照すると、それが本発明の実施形態によるセカンダリセ
ルを構成するための方法を示す。該方法は二重接続機能を有するＵＥに適用されてもよい
。該方法は、下記のステップを含む。
【００２６】
　Ｓ３０１において、測定構成情報を受信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント
情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含む。
【００２７】
　Ｓ３０２において、前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得る。
【００２８】
　Ｓ３０３において、前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確定する。
【００２９】
　Ｓ３０４において、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し
、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（
ＭＮ）が、前記ＵＥに対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記
の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノー
ド（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリ
ノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられる。
【００３０】
　図３に示される技術的解決策により分かるように、ＵＥは、判定準拠情報を取得した後
、測定して得られた測定セルに対応するノードを確定し、各ノードに対応するセルセット
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及びその各セルの測定結果を報告することができ、これにより、マスターノードは、ＵＥ
との接続を構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のＳＣＧを構成することができる。
【００３１】
　具体的には、前記判定準拠情報は、具体的に設定されたノード識別子情報、例えば基地
局識別子を含むことができ、識別子に設定されたノード識別子が含まれるセルリストを含
むこともできる。上記の２つの例示的な判定準拠情報により、ＵＥは複数の測定セルを取
得した後に、複数の測定セルが同じノードに属するか否かを判定することができ、即ち、
測定して得られた測定セルから、ノードに対応するセルを確定することができる。
【００３２】
　上記図１に示されるハンドオーバーシナリオと図２に示されるＲＲＣ接続状態変更シナ
リオを組み合わせると、ハンドオーバーシナリオには、下記の２つの状況が存在し、即ち
、１、ＵＥが、ソースＭＮと単一接続であり、ハンドオーバーしてからターゲットＭＮと
二重接続になり、２、ＵＥがソースＭＮと二重接続であり、ハンドオーバーしてからター
ゲットＭＮと依然として二重接続である。下記の状況とシナリオに基づき、図３に示され
る技術的解決策はそれぞれ次の状況に従って具体的に実現されてもよい。
【００３３】
　状況１
　ＵＥが、ソースＭＮと単一接続であり、ハンドオーバーしてからターゲットＭＮと二重
接続する場合、前記受信された測定構成情報は、具体的にソースＭＮから受信された測定
構成情報であってもよい。
【００３４】
　好ましく、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設定されたノード識別子情報
である場合、該ノード識別子情報はセル識別子の一部であってもよく、これにより、ＵＥ
は、測定して得られたセル識別子に基づいて、ノード識別子とマッチングし、各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確定することができる。具体的には、好
ましく、セル識別子は、ＬＴＥシステムにおける進化した統合地上無線アクセスネットワ
ークセルグローバル識別子（Ｅ－ＣＧＩ：Ｅ－ＵＴＲＡＮ　Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）又は５Ｇ　ＮＲシステムにおける新しい無線セルグローバル識別子
（Ｎ－ＣＧＩ：ＮＲ　Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）であるが、ノー
ド識別子は、上記の好ましいセル識別子の先頭の２０ビット又は一部のビットであっても
よく、これにより、ノード識別子がセル識別子の一部として実現されてもよく、このよう
にしてＵＥは、上記マッチングプロセスにより各ノードに対応するセルセット及びその各
セルの測定結果を確定することができる。
【００３５】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、同一セルリスト内のセル識別子に同じの設定され
たノード識別子があるため、ＵＥは測定して得られたセル識別子によって、セルリストに
基づいてマッチングして、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を確
定することができる。
【００３６】
　また、この状況において、さらに、ソースＭＮから送信された報告ルールを受信するこ
とを含み、前記報告ルールが満たされていることが検知された場合、ターゲットＭＮへの
各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガする。
【００３７】
　例えば、好ましく、報告ルールは、セル信号品質が設定された閾値よりも高いことであ
ってもよい。ＵＥは、測定セル内に信号品質が設定された閾値よりも高いセルが存在する
ことが検出される場合、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果をター
ゲットＭＮに報告することができる。
【００３８】
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　また、この状況において、さらに、ソースＭＮから送信された測定指示情報を受信し、
該測定指示情報に基づき、ブロードキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を測定して測定セル識別子
を取得することを含むことができる。
【００３９】
　一つの可能な実施形態では、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
を報告することは、ＵＥが、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を
ハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませてターゲットＭＮに報告することを
含むことができる。次に、ターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してそれ自身に対応するＭＣ
Ｇを構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づ
いて、ターゲットＭＮと二重接続を構成することができるターゲットＳＮに対応するＳＣ
Ｇを確定することができ、しかもターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してターゲットＳＮの
ＳＣＧを構成する。
【００４０】
　具体的には、ハンドオーバープロセスにおいて、ＵＥが、測定レポートでソースＭＮに
各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することができるため、
ソースＭＮは、ノード間のＸ２インターフェイスを介して各ノードに対応するセルセット
及びその測定結果をターゲットＭＮに送信し、且つ構成指示情報をターゲットＭＮに送信
することができ、該指示情報が、ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に、各ノードに対応
するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、ＵＥに対してＳＣＧを構成するよ
うにターゲットＭＮに指示することに用いられてもよい。理解可能に、具体的に各ノード
に対応するセルセット及びその各セルの測定結果をターゲットＭＮに報告する具体的な実
現プロセスについて、本実施形態では説明を省略する。
【００４１】
　状況２
　ＵＥがソースＭＮと二重接続であり、ハンドオーバーしてからターゲットＭＮと依然と
して二重接続である場合、前記受信された測定構成情報は、具体的にソースＭＮから受信
された測定構成情報であってもよい。
【００４２】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設定されたノード識別子情報である場合
、該ノード識別子情報は、具体的にターゲットＭＮとのダイレクトインターフェースを有
し、且つターゲットＭＮと二重接続を構成することができる候補ノード識別子情報であっ
てもよい。好ましく、候補ノード識別子情報はセル識別子の一部であってもよく、候補ノ
ード識別子情報がセル識別子の一部として実現される具体的な手段は状況１の説明とおり
であるため、ここで説明を省略する。
【００４３】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、具体的なセルリストにおいて、各セル識別子に上
記候補ノード識別子があるため、ＵＥは、測定して得られたセル識別子によって、セルリ
ストに基づいてマッチングして、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セルの測
定結果を確定することができる。
【００４４】
　また、この状況において、さらに、ソースＭＮから送信された報告ルールを受信し、前
記報告ルールが満たされていることが検知された場合、ターゲットＭＮへの各ノードに対
応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガすることと、
　ソースＭＮから送信された測定指示情報を受信し、該測定指示情報に基づいて、ブロー
ドキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を測定して測定セル識別子を取得することとを含むことがで
きる。
【００４５】
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　説明すべきこととして、上記プロセスは具体的に状況のように実現されるため、ここで
説明を省略する。
【００４６】
　一つの可能な実施形態では、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
を報告することは、ＵＥが、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませてターゲットＭＮに報告するこ
とができる。次に、ターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してそれ自身に対応するＭＣＧを構
成するとともに、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づい
て、ターゲットＭＮと二重接続を構成することができるターゲットＳＮに対応するＳＣＧ
を確定することができ、且つターゲットＭＮは、前記ＵＥに対してターゲットＳＮのＳＣ
Ｇを構成する。
【００４７】
　具体的な実現プロセスも状況１の説明とおりであるため、ここで説明を省略する。
【００４８】
　また、一つの可能な実施形態では、ＵＥは、ソースＭＮのセカンダリセルを検出し、前
記ソースＭＮのセカンダリセルにおいて、ターゲットＳＮのセカンダリセルとして機能す
る能力を有するセカンダリセルをターゲットＭＮに報告することができ、これにより、タ
ーゲットＭＮは、ソースＭＮの一部のセカンダリセルをターゲットＳＮのＳＣＧに構成す
る。
【００４９】
　状況３
　ＵＥがアイドル状態（ＩＤＬＥ）にあり、接続状態（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）に変更して
、ノードとの間が二重接続メカニズムにある場合、前記ＵＥが測定構成情報を受信する前
に、さらに、前記ＵＥが接続状態に入り、前記測定構成情報を受信した後にアイドル状態
に戻ることを含む。理解可能に、測定構成情報は、ＵＥに接続されるマスターノードＭＮ
によってＲＲＣ関連シグナリングを介して送信される必要があり、したがって、測定構成
情報を送信するために、ＵＥが一時的に接続状態に入り、且つ測定過程においてアイドル
状態にある必要がある。
【００５０】
　この状況において、測定構成情報における判定準拠情報が設定されたノード識別子情報
である場合、該ノード識別子情報は、ＭＮノード識別子及びＭＮとの二重接続を構成する
ことができるセカンダリノード識別子情報を含むことができ、これにより、ＵＥは、測定
することによって測定セルを得てから、測定セルの識別子と測定構成情報におけるセカン
ダリノード識別子情報に基づき、ＭＮと二重接続を構成するセカンダリノード（ＳＮ）に
対応するセルセット及びその各セルの測定結果、即ちＳＮに対応するＳＣＧを確定するこ
とができる。また、ＵＥは、測定することによって前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを
得ることもできる。
【００５１】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、該セルリストは、セル識別子にＭＮノード識別子
が含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含
むことができ、したがって、ＵＥは、測定することによって測定セルを得てから、測定セ
ルの識別子に基づいて、識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストとマッチ
ングして、セカンダリノードＳＮに対応するセルセット及びその各セルの測定結果、即ち
ＳＮに対応するＳＣＧを確定することができる。また、理解可能に、ＵＥは、測定するこ
とによって測定セルを得てから、測定セルの識別子に基づいて、識別子にＭＮノード識別
子が含まれるセルリストとマッチングして、ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを確定するこ
ともできる。
【００５２】
　それに対応して、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告する
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ことは、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧをＭＮに報告することを含むことができる。
【００５３】
　具体的には、ＵＥは、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を、Ｍ
Ｎに送信される接続リクエストによってＭＮに送信することができる。理解可能に、ＭＮ
が接続リクエストを受信した後、ＵＥに対してＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを構成する
とともに、ＵＥに対してＳＮに対応するＳＣＧを構成し、これにより、ＵＥに対してＭＮ
がＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする必要がなく、セカンダリセル構成の遅延
が低減される。
【００５４】
　図３に示される技術解決策に基づき、ＵＥがハンドオーバーシナリオにある場合、ソー
スＭＮに対して、図４を参照すると、それが本発明の実施形態によるセカンダリセルを構
成するための方法を示す。該方法はソースＭＮに適用されてもよい。該方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むＳ４０１と、
　ＵＥによって測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて報告された各ノー
ドに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信するＳＳ４０２と、
　前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果と、構成指示情報とをタ
ーゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に
、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに
対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指示するために用いられるＳ４０３
とを含むことができる。
【００５５】
　理解可能に、図４に示される技術的解決策では、ノードとセルとの対応関係を確認する
ための判定準拠情報の具体的な説明は図３における技術解決策の説明の通りであるため、
ここで説明を省略する。
【００５６】
　また、図３に示される技術的解決策に基づき、前記方法はさらに、ＵＥに報告ルールを
送信することを含み、前記報告ルールが、前記報告ルールが満たされていることが検知さ
れた場合、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガする
ようにＵＥに指示する。
【００５７】
　また、図３に示される技術解決策に基づき、前記方法さらに、ＵＥに測定指示情報を送
信し、前記測定指示情報がブロードキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を測定して測定セル識別子
を取得するようにＵＥに指示することを含むことができる。
【００５８】
　図３に示される技術解決策に基づき、ＵＥがＲＲＣ接続状態変更シナリオにある場合、
ＵＥに接続されるマスターノード（ＭＮ）に対して、図５を参照すると、それが本発明の
実施形態によるセカンダリセルを構成するための方法を示す。該方法は接続確立待ちＭＮ
に適用されてもよい。該方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むＳ５０１と、
　ＵＥにより測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて送信された前記ＭＮ
に対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接続を構成することができるセカンダリノー
ド（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信するＳ５０２と、
　前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに
対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成するＳ５０３とを含む
ことができる。
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【００５９】
　図５に示す技術的解決策に対して、具体的には、測定構成情報における、ノードとセル
との対応関係を確認するための判定準拠情報は、ＭＮノード識別子情報及びＭＮとの二重
接続を構成することができるセカンダリノード識別子情報を含むことができ、これにより
、ＵＥは、測定することによって測定セルを得てから、測定セルの識別子と測定構成情報
におけるセカンダリノード識別子情報に基づき、ＭＮと二重接続を構成するセカンダリノ
ード（ＳＮ）に対応するセルセット、即ちＳＮに対応するＳＣＧを確定することができる
。また、理解可能に、ＵＥは、測定することによって前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ
を得ることもできる。
【００６０】
　また、測定構成情報における、ノードとセルとの対応関係を確定するための判定準拠情
報は、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード
識別子が含まれるセルリストを含むことができる。したがって、ＵＥは、測定することに
よって測定セルを得てから、測定セルの識別子に基づいて、識別子にセカンダリノード識
別子が含まれるセルリストとマッチングして、セカンダリノード（ＳＮ）に対応するセル
セット及びその各セルの測定結果、即ちＳＮに対応するＳＣＧを確定することができる。
また、理解可能に、ＵＥは、さらに測測定することによって測定セルを得てから、測定セ
ルの識別子に基づいて、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリストとマッチングし
て、ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧを確定することができる。
【００６１】
　図５に示される技術的解決策に対して、具体的には、ＵＥが測定周波数ポイント情報と
判定準拠情報に基づいて送信した前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダ
リノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信することは、
　ＵＥから送信された接続リクエストを受信することと、前記接続リクエストを解析して
前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対
応するＳＣＧを取得することとを含むことができる。
【００６２】
　上記技術的解決策に基づき、図６を参照すると、それが本発明の実施形態によるユーザ
６０が示される。前記ＵＥ６０は、第一の受信部６０１、測定部６０２、確定部６０３と
報告部６０４を備え、前記第一の受信部６０１が、測定構成情報を受信するように構成さ
れ、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認
するための判定準拠情報とを含み、
　前記測定部６０２が前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得るよ
うに構成され、
　前記確定部６０３が前記測定セルの識別子と判定準拠情報に基づいて各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果を確定するように構成され、
　前記報告部６０４が各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告す
るように構成され、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、
マスターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥ６０に対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構
成するとともに、前記の各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づ
いて、セカンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記Ｕ
Ｅ６０に対してセカンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成す
るために用いられる。
【００６３】
　上記解決策では、ノードとセルとの対応関係を確定するための前記判定準拠情報は、設
定されたノード識別子情報、又は識別子に設定されたノード識別子が含まれるセルリスト
を含む。
【００６４】
　上記解決策では、前記ＵＥとソースＭＮが単一接続であるが、ターゲットＭＮにハンド
オーバーしてから二重接続である場合、又は、前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であ
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り、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから依然として二重接続である場合、前記
受信された測定構成情報は、前記ソースＭＮから受信された前記測定構成情報を含む。
【００６５】
　上記解決策では、前記第一の受信部６０１は、さらに前記ソースＭＮから送信された報
告ルールを受信するように構成される。
【００６６】
　図７を参照すると、前記ＵＥ６０は、前記報告ルールが満たされていることが検知され
た場合、前記ターゲットＭＮへの各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結
果の報告をトリガするように構成される監視部６０５をさらに備える。
【００６７】
　上記解決策では、前記第一の受信部６０１は、前記ソースＭＮから送信された測定指示
情報を受信し、前記測定指示情報に基づき、ブロードキャストチャネルにおけるシステム
情報ブロック（ＳＩＢ）を測定して前記測定セルの識別子を取得するように構成される。
【００６８】
　上記解決策では、前記ＵＥ６０と前記ソースＭＮが単一接続であるが、前記ターゲット
ＭＮにハンドオーバーしてから二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定
準拠情報が設定されたノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報はセル識別子
の一部である。
【００６９】
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設
定されたノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報は、ターゲットＭＮとのダ
イレクトインターフェースを有し、且つ前記ターゲットＭＮと二重接続を構成することが
できる候補ノード識別子情報であり、且つ前記候補ノード識別子情報はセル識別子の一部
である。
【００７０】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリスト内の各セル識別子のいずれにも候
補ノード識別子がある。
【００７１】
　上記解決策では、前記報告部６０４は、前記ＵＥ６０４と前記ソースＭＮが単一接続で
あるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから二重接続である場合、各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果をハンドオーバープロセスの関連シグナリ
ングに含ませて前記ターゲットＭＮに報告し、
　前記ＵＥ６０４と前記ソースＭＮが二重接続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオ
ーバーしてから依然として二重接続である場合、各候補ノードに対応するセルセット及び
その各セルの測定結果をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませて前記ター
ゲットＭＮに報告するように構成される。
【００７２】
　上記解決策では、前記測定部６０２は、さらに前記ＵＥ６０と前記ソースＭＮが二重接
続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから依然として二重接続である場
合、前記ソースＭＮのセカンダリセルを検出し、且つ前記ソースＭＮのセカンダリセルに
おいて、前記ターゲットＳＮのセカンダリセルとして機能する能力を有するセカンダリセ
ルを前記ターゲットＭＮに報告するように構成される。
【００７３】
　上記解決策では、図７を参照すると、前記ＵＥ６０は、さらに測定構成情報を受信する
前に、接続状態に入り、前記測定構成情報を受信した後にアイドル状態に戻るように構成
される状態制御部６０６をさらに備える。
【００７４】
　上記解決策では、測定構成情報における判定準拠情報が設定されたノード識別子情報で
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ある場合、前記ノード識別子情報は、ＭＮノード識別子及びＭＮとの二重接続を構成する
ことができるセカンダリノード識別子情報を含むことができる。
【００７５】
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリストは、識別子にＭＮノード識別子が
含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含む
。
【００７６】
　上記解決策では、前記報告部６０４は、前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記
セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧをＭＮに報告するように構成され
る。
【００７７】
　図６及び図７に示されるＵＥ６０に対して、図８を参照すると、それが本発明の実施形
態によるＵＥ６０の具体的なハードウェア構造を示す。前記ＵＥ６０は、第一のネットワ
ークインタフェース８０１、第一のメモリ８０２と第一のプロセッサ８０３を備えること
ができ、各コンポーネントがバスシステム８０４を介して結合される。バスシステム８０
４がこれらのコンポーネント間の接続通信を実現することに用いられることは理解可能で
ある。バスシステム８０４はデータバス以外、電源バス、制御バスと状態信号バスを含む
。しかしながら、説明を明確にするために、図８では様々なバスシステムがバスシステム
８０４として標識される。ここで、前記第一のネットワークインタフェース８０１は他の
外部ネットワーク要素との情報送受信を行う過程において、信号を受信及び送信するよう
に構成され、
　前記第一のメモリ８０２は第一のプロセッサで実行可能なコンピュータプログラムを記
憶するように構成され、
　前記第一のプロセッサ８０３は、前記コンピュータプログラムを実行する時に、図３に
示される技術的解決策のステップを実行するように構成される。
【００７８】
　本発明の実施形態における第一のメモリ８０２が揮発性記憶装置又は不揮発性記憶装置
であってもよく、又は揮発性記憶装置及び不揮発性記憶装置の両方を含むことができるこ
とは理解可能である。ここで、不揮発性記憶装置は読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａ
ｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、プログラマブル読み取り専用メモリ（ＰＲＯＭ：Ｐｒｏ
ｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯ
Ｍ：Ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ：Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ＥＰＲＯＭ）又はフラッシュメモリであっ
てもよい。揮発性記憶装置は外部キャッシュメモリとして機能するランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）であってもよい。制限的でな
く例示的な説明により、多くの形態のＲＡＭは利用可能であり、例えばスタティックラン
ダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ：Ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ）、動的ランダムアクセスメモリ
（ＤＲＡＭ：Ｄｙｎａｍｉｃ　ＲＡＭ）、同期動的ランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ
：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）、ダブルデータレート同期動的ランダムアクセス
メモリ（ＤＤＲＳＤＲＡＭ：Ｄｏｕｂｌｅ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　ＳＤＲＡＭ）、強化型
同期動的ランダムアクセスメモリ（ＥＳＤＲＡＭ：Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＳＤＲＡＭ）、同
期リンク動的ランダムアクセスメモリ（ＳＬＤＲＡＭ：Ｓｙｎｃｈｌｉｎｋ　ＤＲＡＭ）
とダイレクトラムバスランダムアクセスメモリ（ＤＲＲＡＭ：Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｍｂｕ
ｓ　ＲＡＭ）である。本明細書で記載されるシステムと方法の第一のメモリ８０２はこれ
らといずれかの他の適切なタイプのメモリを含むことを図るがこれらに限定されない。
【００７９】
　第一のプロセッサ８０３は信号処理機能を有する集積回路チップであってもよい。実施
プロセスでは、上記方法の各ステップは、第一のプロセッサ８０３内のハードウェアの集
積論理回路又はソフトウェアの形の命令によって完了されてもよい。上記第一のプロセッ
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サ８０３は汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇ
ｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　
Ａｒｒａｙ）又は他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲート又はトランジ
スタ論理デバイス、ディスクリートハードウェア部材であってもよい。本発明の実施形態
で開示される各方法、ステップ及び論理ブロック図を実現又は実行することができる。汎
用プロセッサはマイクロプロセッサであってもよく、又は該プロセッサはいずれかの従来
のプロセッサなどであってもよい。本発明の実施形態を組み合わせて開示された方法のス
テップはハードウェア復号プロセッサによって実行されて完了され、又は復号プロセッサ
におけるハードウェア及びソフトウェアモジュールの組み合わせによって実行されて完了
されるように直接具現化されてもよい。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメ
モリ、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラマブル読み取り専用メモリ又は
電気的消去可能プログラマブルメモリ、レジスタなどの本分野における成熟した記憶媒体
に位置してもよい。該記憶媒体は第一のメモリ８０２に位置し、第一のプロセッサ８０３
は第一のメモリ８０２における情報を読み取り、そのハードウェアと組み合わせて上記方
法のステップを完了する。
【００８０】
　本明細書に記載されるこれらの実施形態がハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、ミドルウェア、マイクロコード又はそれらの組み合わせで実現されてもよいことは理
解可能である。ハードウェアで実現される場合、処理ユニットは、一つ又は複数の特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒ
ａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉ
ｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、デジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ：Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プログラマブルロジックデバイ
ス（ＰＬＤ：Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）、フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ
　Ａｒｒａｙ）、汎用プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロ
セッサ、本出願に記載される機能を実行するための他の電子ユニット又はその組み合わせ
で実現されてもよい。
【００８１】
　ソフトウェアで実現される場合、本明細書で記載される機能を実行するためのモジュー
ル（例えばプロセス、関数など）によって本明細書で記載される技術を実現することがで
きる。ソフトウェアコードはメモリに記憶されてプロセッサによって実行されてもよい。
メモリはプロセッサ内部又はプロセッサ外部で実現されてもよい。
【００８２】
　前記技術的解決策に基づき、図９を参照すると、それが本発明の実施形態によるネット
ワーク装置９０の構成を示す。該ネットワーク装置は、ソースＭＮであってもよく、第一
の送信部９０１と第二の受信部９０２を備え、ここで、前記第一の送信部９０１が測定構
成情報をＵＥに送信するように構成され、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報
と、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含み、
　前記第二の受信部９０２が、ＵＥが前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に
基づいて報告した各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信するよ
うに構成され、
　前記第一の送信部９０１がさらに前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの
測定結果と、構成指示情報とをターゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥ
に対してＭＣＧを構成すると共に、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの
測定結果に基づいて、前記ＵＥに対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指
示するために用いられるように構成される。
【００８３】
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　上記解決策では、前記第一の送信部９０１は、さらに報告ルールを前記ＵＥに送信する
ように構成され、前記報告ルールが、前記報告ルールが満たされていることが検知された
場合、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガする
ように前記ＵＥに指示する。
【００８４】
　上記解決策では、前記第一の送信部９０１は、さらに前記ＵＥに測定指示情報を送信す
るように構成され、前記測定指示情報が、ブロードキャストチャネルにおけるシステム情
報ブロック（ＳＩＢ）を測定して測定セルの識別子を取得するように前記ＵＥに指示する
。
【００８５】
　前記技術的解決策に基づき、図１０を参照すると、それが本発明の実施形態によるネッ
トワーク装置１００の構成を示す。該ネットワーク装置１００は、接続確立待ちＭＮであ
ってもよく、第二の送信部１００１、第三の受信部１００２と構成部１００３を備え、こ
こで、前記第二の送信部１００１が測定構成情報をＵＥに送信するように構成され、前記
測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセルとの対応関係を確認するため
の判定準拠情報とを含み、
　前記第三の受信部１００２が、前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判
定準拠情報に基づいて送信された前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及びＭＮと二重接
続を構成することができるセカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧを受信
するように構成され、
　前記構成部１００３が前記ＭＮに対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード
（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳＣＧに基づき、前記ＵＥに対してＭＣＧとＳＣＧを構成
するように構成される。
【００８６】
　上記解決策では、前記測定構成情報における判定準拠情報は、前記ＭＮノード識別子情
報及び前記ＭＮとの二重接続を構成することができるセカンダリノード識別子情報を含む
。
【００８７】
　又は、前記判定準拠情報は、識別子にＭＮノード識別子が含まれるセルリスト、及び識
別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含む。
【００８８】
　上記ネットワーク装置９０及びネットワーク装置１００に対して、図１１を参照すると
、それが本発明の実施形態によるネットワーク装置９０又はネットワーク装置１００の具
体的なハードウェア構造を示す。該ネットワーク９０又はネットワーク装置１００は、第
二のネットワークインタフェース１１０１、第二のメモリ１１０２と第二のプロセッサ１
１０３を備える。
【００８９】
　ここで、前記第二のネットワークインタフェース１１０１は、他の外部ネットワーク要
素との情報送受信を行う過程において、信号を受信及び送信するように構成される。
【００９０】
　前記第二のメモリ１１０２は第二のプロセッサ１１０３で実行可能なコンピュータプロ
グラムを記憶するように構成される。
【００９１】
　前記第二のプロセッサ１１０３は、前記コンピュータプログラムを実行する時に、図４
又は図５に示される技術的解決策のステップを実行するように構成される。
【００９２】
　理解可能に、ネットワーク装置９０又はネットワーク装置１００の具体的なハードウェ
ア構造における各コンポーネントの具体的な説明は、図８に示されており、ここでは説明
を省略する。
【００９３】
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　上記実施形態と同じ発明概念に基づき、本発明の実施形態は、さらにコンピュータ記憶
媒体を提供する。前記コンピュータ記憶媒体には情報伝送プログラムが伝送され、前記情
報伝送プログラムが少なくとも１つのプロセッサによって実行されると図３又は図４又は
図５に示される技術的解決策のステップを実現する。
【００９４】
　上記は、本発明の好ましい実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するものではな
い。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明の実施形態では、ＵＥは、ノードとセルとの対応関係を確認するための判定準拠
情報を取得した後、測定して得られた測定セルに対応するノードを確定し、各ノードに対
応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することができ、これにより、マスタ
ーノードは、ＵＥとの接続を構成するとともに、各ノードに対応するセルセット及びその
各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のＳＣＧを構成することができ
る。これにより、ＵＥに対してＭＮがＳＣＧを個別に構成するプロセスをトリガする必要
がないため、セカンダリセル構成の遅延が低減される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セカンダリセルを構成するための方法であって、前記方法はユーザ装置（ＵＥ）に適用
され、
　測定構成情報を受信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノードとセ
ルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記測定周波数ポイント情報に基づいて測定して測定セルを得ることと、
　前記測定セルの識別子と前記判定準拠情報に基づいて、各ノードに対応するセルセット
及びその各セルの測定結果を確定することと、
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告し、前記の各ノードに
対応するセルセット及びその各セルの測定結果が、マスターノード（ＭＮ）が、前記ＵＥ
に対してマスターセルグループ（ＭＣＧ）を構成するとともに、前記の各ノードに対応す
るセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、セカンダリノード（ＳＮ）のセカン
ダリセルグループ（ＳＣＧ）を確定し、前記ＵＥに対してセカンダリノード（ＳＮ）のセ
カンダリセルグループ（ＳＣＧ）を構成するために用いられることとを含む、前記方法。
【請求項２】
　ノードとセルとの対応関係を確認するための前記判定準拠情報は、設定されたノード識
別子情報、又は、識別子に設定されたノード識別子が含まれるセルリストを含むことを特
徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥとソースＭＮが単一接続であるが、ターゲットＭＮにハンドオーバーしてから
二重接続である場合、又は、前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲッ
トＭＮにハンドオーバーしてから依然として二重接続である場合、前記測定構成情報を受
信することは、前記ソースＭＮから前記測定構成情報を受信することを含むことを特徴と
する
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法はさらに、
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　前記ソースＭＮから送信された報告ルールを受信することと、
　前記報告ルールが満たされていることが検知された場合、前記ターゲットＭＮへの各ノ
ードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果の報告をトリガすることとを含むこ
とを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　測定構成情報を受信することは、
　前記ソースＭＮから送信された測定指示情報を受信し、前記測定指示情報に基づき、ブ
ロードキャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を測定して前記測定セ
ルの識別子を取得することを含むことを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが単一接続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバー
してから二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設定された
ノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報はセル識別子の一部であり、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、前記測定構成情報における前記判定準拠情報が設
定されたノード識別子情報である場合、前記ノード識別子情報は、ターゲットＭＮとのダ
イレクトインターフェースを有し、且つ前記ターゲットＭＮと二重接続を構成することが
できる候補ノード識別子情報であり、且つ前記候補ノード識別子情報はセル識別子の一部
であり、
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリスト内の各セル識別子のいずれにも候
補ノード識別子があることを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することは、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが単一接続であるが、前記ターゲットＭＮにハンドオーバー
してから二重接続である場合、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果
をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませて前記ターゲットＭＮに報告する
ことと、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、各候補ノードに対応するセルセット及びその各セ
ルの測定結果をハンドオーバープロセスの関連シグナリングに含ませて前記ターゲットＭ
Ｎに報告することとを含むことを特徴とする
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法はさらに、
　前記ＵＥと前記ソースＭＮが二重接続であり、前記ターゲットＭＮにハンドオーバーし
てから依然として二重接続である場合、前記ソースＭＮのセカンダリセルを検出し、且つ
前記ソースＭＮのセカンダリセルにおいて、前記ターゲットＳＮのセカンダリセルとして
機能する能力を有するセカンダリセルを前記ターゲットＭＮに報告することを含むことを
特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥがアイドル状態（ＩＤＬＥ）にあり、接続状態（ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）に変更
した後、ＭＮと二重接続にあることが望ましい場合、前記方法はさらに測定構成情報を受
信する前に、接続状態に入り、前記測定構成情報を受信した後にアイドル状態に戻ること
を含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　測定構成情報における判定準拠情報が設定されたノード識別子情報である場合、前記ノ
ード識別子情報は、ＭＮノード識別子及びＭＮとの二重接続を構成することができるセカ
ンダリノード識別子情報を含み、
　前記測定構成情報における前記判定準拠情報が、識別子に前記設定されたノード識別子
情報が含まれるセルリストである場合、前記セルリストは、識別子にＭＮノード識別子が
含まれるセルリスト、及び識別子にセカンダリノード識別子が含まれるセルリストを含む
ことを特徴とする
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を報告することは、前記ＭＮ
に対応するＭＣＧとＳＣＧ、及び前記セカンダリノード（ＳＮ）と前記ＳＮに対応するＳ
ＣＧをＭＮに報告することを含むことを特徴とする
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　セカンダリセルを構成するための方法であって、前記方法はソースＭＮに適用され、該
方法は、
　測定構成情報をＵＥに送信し、前記測定構成情報が、測定周波数ポイント情報と、ノー
ドとセルとの対応関係を確認するための判定準拠情報とを含むことと、
　前記ＵＥによって前記測定周波数ポイント情報と前記判定準拠情報に基づいて報告され
た、各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果を受信することと、
　前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果と、構成指示情報とをタ
ーゲットＭＮに送信し、前記構成指示情報が、前記ＵＥに対してＭＣＧを構成すると共に
、前記各ノードに対応するセルセット及びその各セルの測定結果に基づいて、前記ＵＥに
対してＳＣＧを構成するように前記ターゲットＭＮに指示するために用いられることとを
含む、前記方法。
【請求項１３】
　前記方法はさらに、前記ＵＥに報告ルールを送信すること含み、前記報告ルールが、前
記報告ルールが満たされていることが検知された場合、前記各ノードに対応するセルセッ
ト及びその各セルの測定結果の報告をトリガするように前記ＵＥに指示することを特徴と
する
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記方法は、さらに前記ＵＥに測定指示情報を送信し、前記測定指示情報が、ブロード
キャストチャネルにおけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を測定して測定セルの識別子
を取得するように前記ＵＥに指示することを含むことを特徴とする
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　ユーザ装置（ＵＥ）であって、
　請求項１－１１のいずれか一項に記載される方法を実行するためのユニットを含む、
　前記ユーザ装置（ＵＥ）。
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